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第１回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 平成 26 年 1 月 21 日（火）14 時 30 分～15 時 00 分 

開 催 場 所 関内駅前第一ビル 302 会議室 

出 席 者 

（ 7 名 ） 

小松委員長、内海委員、長谷川委員、片岡委員、栗原委員、斎藤委員、吉田臨時委員

（部会長） 

欠 席 者 

（ 3 名 ） 

野木副委員長、志村委員、諏訪部委員 

開 催 形 態 公開（傍聴者 0 人） 

議 題 １ 部会からの報告について 

２ その他 

決 定 事 項 １ 部会（栄区）の意見書をもって横浜市学校規模適正化等検討委員会の結論とする

ことを決定した。（答申書の内容承認） 

２ 意見書は部会長から教育長へ提出することを決定した。 

議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 部会からの報告について 

（事務局） 

「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会立ち上げの背景について 

「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会検討状況について 

「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会意見書について 

の３点について説明。 

 

（承認） 

 

 

（委員長） 

  答申書について説明。 

 

（承認） 

質 疑 ・ 意 見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 意見書の中に特色づくりという言葉が出てきますが、どのような特色を考えている

のですか。 

（部会長） 

 具体的な検討には至っていません。地域と学校の連携の中で、どのような特色づく

りをするかは今後のテーマだと思います。 

 

（委員） 

 学校統合の検討状況等については、該当地区の近隣の地域や該当区の校長会にも詳

細な情報を伝えたほうがいいと思います。 
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（事務局） 

 情報の周知範囲については、教育委員会として今後の検討材料とさせていただきま

す。上郷中学校・庄戸中学校通学区域内のご家庭にはしっかりと情報提供させていた

だいているということでご理解いただければと思います。 

 

（委員） 

部会はいつまで存続するのですか。 

（事務局） 

 部会のまとめができた段階で解散という形になります。 

 

（委員） 

 使用する学校施設が非常に重要だと思うのですが、上郷中学校校舎を使用すること

が適当だと考えた理由を教えてください。 

 また、統合時期は平成２７年４月が適当であるという妥当性も教えてください。 

（事務局） 

 上郷中学校校舎を使用することが適当な理由としては、上郷中学校のほうが有効敷

地面積が大きいこと、通学距離を検証した結果、上郷中学校校舎を使用したほうが最

も遠い地点からの通学距離が近いこと等があります。 

 統合時期については、統合に向けての準備期間を考慮して、平成２７年４月が適当

であるということになりました。 

（部会長） 

 使用校舎については、立地条件から上郷中学校のほうが適当だろうということで

す。 

 統合時期については、現在の小規模校としての課題を早期に解決する必要があるの

で、あまり先送りするのは良くないだろうということです。その中で、どれだけの時

間があれば統合準備ができるのかということについても意見交換しまして、その結果

として平成２７年４月が適当という結論になりました。 

 

（委員） 

 平成２６年度新入生は上郷中学校・庄戸中学校のどちらに入学するか選択できるの

ですか。 

（事務局） 

 平成２６年度は従来通りの指定校に通っていただくことになります。 

 

（委員） 

 学校統合により、都市施設を設置する場合や機能が変わる場合、都市計画法との関

係について確認しておいたほうが良いと思います。 

（事務局） 

 確認いたします。 
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資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 資料 
・「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会立ち上げの背景 

・「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会検討状況 

・「上郷中学校・庄戸中学校」小規模校対策検討委員会意見書（案） 

・答申書（案） 

・横浜市学校規模適正化等検討委員会条例（参考資料） 
 
２ 特記事項 

  なし 

 

 


